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令和８年度（令和９年４月１日付け採用）
大熊町職員採用候補者試験が行われます

ゼロカーボン推進課
中野 陽弘さん

2025（令和７）年度入庁

自分たちが関わった業務や
事業が、実際に住民の方が

利用している場面を目にしたときに、
「役に立てているのかな」と

感じられるのが、
この仕事のやりがいです。

やりがいを
感じるところは？

福祉課
加藤 愛生さん

2025（令和７）年度入庁

説明会で他の自治体が既存の制度を維
持することに注力する中、大熊町は「新
しいものを作っていくので、一緒にま
ちを作ろう」というメッセージを発信
しており、私も新しいまちづくりに参
加したいと思いました。

■
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。

■ 
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集
職
種
等
一
覧

大熊町を選んだ
理由は？

オンデマンド
動画

職員採用
サイト

大熊町は一緒に町の復興を進める職員を募集しています。本号では先輩職員のインタビューを通して、
業務のやりがいや職場の雰囲気などを一部ご紹介します。インタビューの全文や採用説明動画もありま
すのでQRからご覧ください。



3 広報おおくま　2026.５.１

住民税務課
草野 将輝さん

2023（令和５）年度入庁
※2026（令和８）年４月に

企画調整課に異動

健康保険課
鈴木 莉央さん

2023（令和５）年度入庁

趣味のゴルフに行ったり、
友達とお酒を飲みに行ったりして

楽しんでいます。職場にもゴルフ仲間が多く、
休日一緒ラウンドすることもあります。
税務の仕事は繁忙期がはっきりしており、
予定が立てやすいのも魅力です。

休日の
過ごし方は？

仕事は法律に基づく部分もあるので、
対応としての堅実さは必要だと思います。
ただ、先輩職員の皆さんは雑談が上手で、
疲れていそうな人にさりげなく声をかけて
くれる優しさもあります。こうした雰囲気が

あるからこそ、前向きに業務に
向き合えていると感じます。

職場の
雰囲気は？

郵
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、
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。
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TOWN TOPICS
−まちの話題−

信号機が無く、通行車両が時計回りに交差点を回る環状交差点（ラウンドアバウト）が、五差路交
差点と大野病院南西交差点の２か所で完成しました。

３月 30 日、ラウンドアバウトの完成を祝い、中央島の除幕式が五差路交差点で開かれました。
式に出席した吉田淳町長は、新たな町のランドマークの誕生に「復興のシンボルとして、地域の

皆さまに愛着をもっていただけるデザインとしました」とあいさつしました。
完成した五差路ラウンドアバウトの中央島には町マスコットキャラクターのまあちゃんとおお

ちゃん小法師、ナシ・キウイ・イ
チゴがタイルによって描かれてい
ます。町復興事業課の菊池千尋さ
んがイラストをデザイン。五差路
交差点周辺のエリアの農業の発展
を願い作成しました。

大野病院南西のラウンドアバウ
ト中央島にはまあちゃんと県の
キャラクターキビタン、町の花で
あるナシと県の花シャクナゲが描
かれています。

町に新たなランドマーク誕生　ラウンドアバウト除幕式

披露された中央島の前で記念撮影する関係者ら

おおくま学園祭が 3 月 14 日に大熊インキュベーションセンターで開かれました。
今年はゼロカーボンフェスティバルが同時開催。また、大野駅西交流エリアのグランドオープ

ンから 1 年を記念した周年祭も同日開催されました。
インキュベーションセンターのグラウンド「OIC スマイルフィールド」では、ステージでの音

楽イベントやスポーツイベントが催され、３年連続で参加してくださっている Amber’s さん
Rin音さんのライブを皮切りに多数のアーティストが会場全体を盛り上げました。

施設内外では、各団体の展示や物販、飲食店が軒を連ね、来場者らは思い思いに時間を過ごし
ました。

ゼロカーボンブースでは参加企業や団体
が、SDGs や省エネルギーに関する体験
コーナーで来場者を出迎えました。また、
グランドオープン１周年を迎えた駅西交流
エリアでは町商工会等の飲食ブースやお子
さん向けのミニ縁日が並びました。

産業交流施設 CREVA 大熊のホールで
は熊川稚児鹿舞が披露されたほか、５組の
吉本興業所属の芸人ショーが開かれ、コン
トや一発ギャグで会場に笑い声が巻き起こ
りました。

過去最多の来場者でにぎわう　おおくま学園祭2026・駅西エリア周年祭

イベントのスタートを盛大に盛り上げたAmber’s さん
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認定こども園学び舎ゆめの森の卒園式が３月
19 日に行われました。

卒園したのは男児６人です。
年下の園児に遊びと学びの手本をしてきた６

人が園を巣立ちました。
式では園長から一人一人に卒園証書が手渡さ

れました。証書を受け取った子どもたちは、感
謝の言葉とともに証書を保護者へ預けました。

また、６人からは、「やさしくなれたかな」「面
白くなれたかな」と園での成長を保護者らに問
いかけ、保護者らはわが子に、それぞれの言葉
で答えました。

式後には教室で最後の帰りの会が行われまし
た。担任を務めた藤川優佳理先生のほか、卒園
児たちの成長を見守った先生らが祝いの言葉を
一人一人述べました。

仲良し６人組の晴れ舞台　認定こども園学び舎ゆめの森卒園式

義務教育学校学び舎ゆめの森の卒業式が３月
13 日に行われ、９年生１人が学び舎を旅立ち
ました。

卒業した矢野仁礼さんは、町内に教育の場が
戻ってきた 2023 年に、中学１年生にあたる７
年生として入学。町内での教育再開後、後期課
程の７年生から９年生までの日々を新校舎で過
ごした初めての卒業生です。

式では、南郷市兵校長が矢野さんとの日々を
振り返りながら「仁礼さんは学び舎ゆめの森が
目指したい姿を体現してくれました」と式辞を
述べました。

在校生代表者の送辞と全在校生による旅立ち

を祝う歌が贈られました。
矢野さんは答辞で「７年生の４月に入学した

際は、学年に１人しかいなくて不安な気持ちが
あったが先生方のおかげでなくなった」と共に
過ごした皆に感謝を伝えました。

希望を胸に巣立ち　義務教育学校学び舎ゆめの森卒業式

町立学び舎ゆめの森の入学・入園式にあたる「はじまりの式」が４月６日に行われました。
義務教育課程には 19 人が転入、認定こども園には８人の園児が入園。義務教育学校の新一年生

には、３月に認定こども園学び舎ゆめの森を卒園した子どもたち６人を含む 10 人が入学しました。
令和８年４月時点での学び舎ゆめの森の在園・在校

生は、町内での教育が再開された 2023 年から約５倍
となる 127 人でのスタートとなりました。

式では在校生らがさざえ堂の螺旋階段から現れた新
入生らを盛大な拍手で迎え、新しい門出を祝いました。

新入生代表として池田倫也さんが、教科用図書を志
賀仁園長・校長から受け取りました。

式の最後には在園児・在校生らが学び舎ゆめの森の
歌を披露し、新たな仲間たちを歓迎しました。

友達 100人できるかな？　町立学び舎ゆめの森はじまりの式

教科用図書を受け取った池田さん

卒業を祝った矢野さんご家族

最後の帰りの会を笑顔で締めくくった６人と藤川先生
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将来的な発展を見据えた災害復興事例を共有
するイベントが、３月 17 日、大熊町産業交流
施設 CREVA おおくまで開かれました。経済
協力開発機構（OECD）開発センターと国土交
通省、世界銀行の主催。

OECD 開発センターなどがまとめた「質の高
いインフラ優良事例集 2026」の完成を記念し
たイベント。事例集では、世界７か国の取り組
みが紹介され、日本からは大熊町が取り上げら
れました。人を育てる観点で整備した「大熊イ
ンキュベーションセンター（OIC)」や「学び舎ゆ

めの森」が、優良事例として評価されました。
講演した吉田淳町長は「避難の長期化により、

町内の人口構成も景観も変化している。元の町
に戻すのではなく、新しいまちづくりに挑戦す
るしかなかった」と原子力災害からの復興の難
しさを説明。「課題をチャンスととらえ、新た
な取り組みにチャレンジする人が集まってきて
いる」と話しました。

イベントに参加した国内外の研究者らは
OIC とゆめの森を訪問し、東日本大震災から
15 年を経た町の状況を確認していました。

１OECDの事例を聴く吉田町長（左）　２国内外から大熊に集まった出席者ら

世界の復興事例を共有するイベントが開かれました
未来に向けた復興：質の高いインフラ優良事例集2026公開イベント

義務教育学校学び舎ゆめの森の教職員離任式
が３月 30 日、着任式が４月１日にともに町役
場で行われました。転出は 7 人、着任は 11 人
でした。

【離任】※（）内は転出先
南郷市兵校長（県立いわき総合高等学校）、加藤
修平教諭（郡山市立谷田川小）、新妻一輝教諭（い
わき市立江名小）、佐藤幸恵教諭（会津美里町立
高田中）、日野みわ子教諭（広野町立広野中※兼
務解消）、山口晋教諭（退職）、須田彩貴咲講師（退
職）

【着任】※（）内は旧所属
志賀仁校長（大熊町立学び舎ゆめの森 副校長）、
渡辺哲也副校長（いわき市教育委員会総合教育
センター）、阿部百花教諭（相馬市立中村第二
小）、箱崎大和教諭（喜多方市立第二小）、中村
沙矢佳教諭（いわき市立三和小）、宮﨑美穂教諭

（いわき市立内郷第一中）、須田彩貴咲教諭（新
採用）、村井杏講師（新採用）、遠藤綾夏非常勤
講師（新採用）、茂木ミリア主事（新採用）、ベン
ジャミン・ホートン英語指導助手（町・新採用）

教職員離任式・着任式　学び舎ゆめの森で７人転出、11人転入

離任した教職員ら

1
2

着任した教職員ら
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おおくまさくら巡り　町内の桜2026

１日隠山登山道入り口の桜
２�学校給食施設の建設を見
守る旧大野幼稚園の桜

３�OICスマイルフィールド
の桜

４�頭森公園に昨年植樹され
た「東大和久桜」

５坂下ダムの桜並木
６�マルト大熊店の完成を待
つ翔陽高前の桜

７三角屋交差点の桜

3

1

6

2

7

4 5

個人それぞれのスキルを活かして、町の復興を進める復興支援員の活動報告会が３月 19 日、産
業交流施設 CREVA おおくまで開かれました。

支援員らは５チームに分かれ、支援員になるに至った理由や現在の支援業務、今後展開していき
たい事業ややりたいこと、町内に居住している方
は日々の過ごし方などを話しました。

まちづくり公社代表の新保隆志副町長は「町を
それぞれの目線で元気づける支援員をこれからも
応援してほしい」と述べました。

現在、復興支援員は 16 人、まちづくり公社を
はじめ、９社の企業・団体で、まちづくりを支援
しています。

個々人の支援のカタチを報告　復興支援員報告会

日々の活動を報告した支援員ら



のぞいてみよう！
興復 フ
支援員ライ興復 フ
支援員ライ興復 フ
支援員ライ

vol.8
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コミュニティ再構築や住民の見守り・ケア、地域活性化支援などを通して、
東日本大震災からの復興を手伝ってくれている復興支援員。

そんな支援員の日々の業務をちょっとのぞいてみませんか？
今回は鈴木優斗さん、髙野香里さんをご紹介します。

移住に関する
情報

まちづくり公社
に関する情報

髙野　香里
【受け入れ企業】
ネクサスファームおおくま
【担当】
いちご栽培による営農活動
の再開支援

【活動内容】
夏季は、研修としていちごの収穫や苗の手入れを勉強しなが

ら、来訪されたボランティアの方への案内を行いました。冬季
は直売所の営業が始まり、おおくまベリーの販売促進の企画を
つくりながら、お客様に直接新鮮なイチゴを届けられるよう心
がけて取り組んでいます。今後は大学生インターンシップや社
会人ボランティアなど多くの方が大熊町に来ていただけるよう
案内とサポートを続けていきます。

HP Instagram

カップにイチゴを詰める髙野さん

鈴木　優斗
【受け入れ企業】
おおくままちづくり公社
【担当】
町内外のコミュニティ形
成支援

【活動内容】
「誰かの居場所を作りたい」という思いで、長年子ども支援に携わってきました。移住

したご家庭との縁でこの町に出会い、学童ボランティアを通じ「力になりたい」と支援員
になりました。今は町内外のコミュニティ作りをお手伝いしながら、皆さんの集まりに
お邪魔してお話を聴いています。皆さんの「あったらいいな」を一緒に形にする、一番の

「お隣さん」のような存在を目指しています。いつでも気軽にお声がけください！

イベントで参加者と話をする鈴木さん



9 広報おおくま　2026.５.１

大熊インキュベーションセンター

ホームページから施設見学や会議室、グラウンドの予約も可能です。
ぜひご利用ください！

OIC のイベント・セミナー開催情報はこちらから！

XX HPHPInstagramInstagram

３月 14 日、大熊インキュベーションセンター（OIC）
を会場に開催された「大熊町 復興交流イベント おおくま
学園祭 2026『OKUMA ODYSSEY』」では、OIC 入居企
業が約 30 社出展！

OIC 入居企業は子ども向けの
コンテンツ企画や大熊町・浜通
りのおみやげ販売、ゼロカーボ
ンにかかわる取り組みや最新技
術を体感できるブースを運営し
ました。

OIC が運営する起業家育成プロ
グラム「OIC Cleantech Challenge（OICCC）」「エクス
トリーム大熊」成果発表会では、選抜されたファイナリ
ストがピッチを発表！また、ゼロカーボンに即した取り
組みとして昨年から実施しているフリーマーケット出展
では、アウターやトップスが人気。イベントオリジナル
商品も販売しました。

◆イベント運営の裏側エピソード
①ゼロカーボンイベントを極力目指すため、ガスやジェ
ネレーターを可能な限り使わず、再生可能エネルギーを
積んだバッテリーや、EV からの充電を実現しています。
電圧が足りるかを最後までスタッフ間で確認し、どの建
物のどのコンセントからどの出展者さんのどの電化製品
へ充電するか、すべて事前に決めて臨みましたが、ブレ
ーカーが落ちないか、初めの１時間は緊張が解けません
でした。

おおくま学園祭 2026『OKUMA ODYSSEY』
ありがとうございました！

②大熊警備隊が初めて駅西と OIC の両方でイベント警
備に当たりました。女性の格闘家の方も参加し、ステー
ジ前でかっこいい黄色と黒のユニフォームを着用して安
全確保に協力いただきました。
③「おてつたび」という地域での観光とお手伝いを両立す
るプロジェクトのプラットフォームを活用し、当日アル
バイトを募集しました。２泊３日で 50 名以上の方を招
集したのはおてつたびプラットフォーム史上最多人数。
10 代から 60 代までの幅広い方が大熊で働きたいと応
募してくださり、中には昨年度からのリピーターもいら
っしゃいました。
④音楽ライブに参加いただいた MONKEY MAJIK さん
が東北出身なのは有名ですが、今回は彼らが手がけるミ
ードブランド「EIGHT CROWNS」さんもフードエリア
で出展いただいていたのはご存知ですか？ミードは蜂蜜
を使用した最古のお酒とも言われており、健康促進の効
果も。MONKEY MAJIK のみなさんは音楽以外にもこ
うしたフードブランドでも地域を元気にしてくださって
います。
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令
和
８
年
度

町
税
に
つ
い
て

■
個
人
住
民
税（
町
県
民
税
）

住
民
税
は
、
１
月
１
日
に
住
所
を
有

す
る
市
町
村
が
課
税
し
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
必
要
な
経
費
を
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得

に
応
じ
、
ま
た
は
均
等
の
額
に
よ
っ
て

負
担
す
る
も
の
で
す
。

令
和
７
年
中
の
合
計
所
得
金
額
に
応

じ
て
、次
の
と
お
り
減
免
と
な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

大
熊
町
か
ら
の

お
知
ら
せ

内内容 時日時 場会
場 対対象 費費用 持
持ち物 定定員 申申し
込み方法 期申し込み
期限 問問い合わせ先 
☎電話番号 FAXファ
クス メールアドレス 
WEB ウェブサイト

避
難
指
示
が
令
和
４
年
に
解
除
さ
れ
、

町
が
本
格
的
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
令

和
８
年
度
で
減
免
措
置
を
終
了
す
る
予

定
で
す
。

平
成
31
年
４
月
10
日
以
降
、
転
入
さ

れ
た
方
の
う
ち
被
災
し
て
い
な
い
方
は
、

減
免
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

繰
越
損
失
の
申
告
を
し
て
い
る
場
合

は
、
損
失
額
を
差
し
引
く
前
の
所
得
で

判
定
し
ま
す
。
譲
渡
所
得
の
特
別
控
除

の
申
告
を
し
て
い
る
場
合
は
、
特
別
控

除
を
差
し
引
く
前
の
所
得
で
適
用
減
免

割
合
の
判
定
を
し
ま
す
。

■
今
年
度
の
納
期

【
特
別
徴
収
】

会
社
に
お
勤
め
の
方
で
、
給
与
か
ら

天
引
き
と
な
る
特
別
徴
収
の
方
は
６
月

か
ら
翌
年
５
月
ま
で
の
年
12
回
で
す
。

【
普
通
徴
収
】

所
得
区
分

減
免
割
合

３
０
０
万
円
以
下

50
％

３
０
０
万
円
超
～

４
０
０
万
円
以
下

25
％

４
０
０
万
円
超

減
免
な
し

な
お
、
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の

大熊町特定帰還居住区域
復興再生計画について区域
拡大のため申請していた計
画変更案が、3 月 24 日付
けで国の認定を受けました。

この認定により、町内 10
行政区（下野上１区、野上
１、２区、熊１、２、３区、
町区、熊川区、夫沢２、３
区）の同区域の面積が約
130ha 拡大し、全体で約
570ha となりました。

認定された「大熊町特定帰還居住区域復興再生計画」の詳細は、町ホームページでご確認いただけ
ます。
　なお、町内に所有する土地が特定帰還居住区域に含まれているかを確認したい場合は、企画調整
課までお問い合わせください。
問企画調整課　企画調整係☎︎ 0240（23）7584

特定帰還居住区域復興再生計画の
変更について国の認定を受けました

凡例

福島第一原子力
発電所

大熊町区域図

国道６号常磐自動車道県道３５号
（山麓線）

国道２８８号

（令和 年 月 日現在）
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個
人
で
納
め
る
普
通
徴
収
の
方
は
６

月
、
８
月
、
10
月
、
12
月
の
年
４
回
で

す
。令

和
６
年
以
前
分
の
申
告
を
し
た
方

は
、
過
年
度
分
と
し
て
税
額
が
発
生
す

る
場
合
、
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
通

知
す
る
予
定
で
す（
一
括
で
の
納
付
と

な
り
ま
す
）。

※
お
勤
め
の
方
で
、
現
在
普
通
徴
収
の

方
が
特
別
徴
収
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、

会
社
よ
り
町
役
場
へ
異
動
届
出
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
法
人
町
民
税

　
通
常
課
税
と
な
り
ま
す
。

■
固
定
資
産
税

　
大
熊
町
内
の
土
地
・
家
屋
に
係
る
固

定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
法
人
や
個
人
事
業
主
が

本
来
の
用
途
に
使
用
し
て
い
る
償
却
資

産
に
つ
い
て
は
通
常
課
税
さ
れ
ま
す
。

〈
帰
還
困
難
区
域
〉

　
土
地
お
よ
び
家
屋
に
係
る
固
定
資
産

税
は
課
税
免
除
と
な
り
ま
す
。た
だ
し
、

北
原
５
、
７
、
11
、
15
、
18
、
21
～
25
、

35
の
地
番
内
の
土
地
お
よ
び
家
屋
は
課

税
さ
れ
ま
す
。

〈
避
難
指
示
解
除
区
域
〉

①
平
成
31
年
４
月
避
難
指
示
解
除
区
域

（
中
屋
敷
・
大
川
原
地
区
）

　
土
地
お
よ
び
家
屋
に
係
る
固
定
資
産

税
は
、
今
年
度
か
ら
通
常
課
税
と
な
り

ま
す
。

②
令
和
４
年
６
月
避
難
指
示
解
除
区
域

（
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
）

　
土
地
お
よ
び
家
屋
に
係
る
固
定
資
産

税
は
、
町
の
条
例
で
２
分
の
１
に
減
額

さ
れ
ま
す
。

■
軽
自
動
車
税

　
４
月
１
日
現
在
、
帰
還
困
難
区
域
に

放
置
し
た
ま
ま
使
用
し
て
い
な
い
車
両

は
令
和
７
年
度
と
同
様
、
申
請
に
よ
り

減
免
と
な
り
ま
す
。
避
難
指
示
解
除
区

域
に
放
置
さ
れ
て
い
る
車
両
は
、
通
常

課
税
さ
れ
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
は
4
月
30
日
に
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
１
週
間
以
上
経
過
し

て
も
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方
は
住

民
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
納

期
限
は
６
月
1
日
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
税

　
国
民
健
康
保
険
税
は
世
帯
主
が
納
税

義
務
者
の
た
め
、
平
成
23
年
３
月
11
日

時
点
で
の
世
帯
主
の
住
民
票
の
住
所
に

よ
り
減
免
を
行
い
ま
す
。

・
帰
還
困
難
区
域
に
住
所
を
有
す
る
世

帯
は
、
令
和
７
年
度
と
同
様
に
全
額
減

免
さ
れ
ま
す
。

・
避
難
指
示
解
除
区
域
に
住
所
を
有
す

る
世
帯
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
の
令
和
７
年
中
の
所
得
合

計
が
６
０
０
万
円
を
超
え
る
世
帯
ま
た

は
被
保
険
者
の
中
で
未
申
告
者
が
い
る

世
帯
の
み
課
税
さ
れ
ま
す
。

・
他
市
町
村
で
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

被
災
を
さ
れ
た
方
が
世
帯
主
で
平
成
28

年
ま
で
に
解
除
さ
れ
た
地
域
に
お
住
ま

い
だ
っ
た
場
合
、
通
常
課
税
と
な
り
ま

す
。

・
他
市
町
村
で
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

被
災
を
さ
れ
た
方
が
世
帯
主
で
平
成
29

年
中
に
解
除
さ
れ
た
地
域
に
お
住
ま
い

だ
っ
た
場
合
、
２
分
の
１
課
税
と
な
り

ま
す
。

※
納
税
通
知
書
と
対
象
者
の
減
免
通
知

書
は
７
月
に
送
付
し
ま
す
。

【
所
得
申
告
が
お
済
み
で
な
い
方
へ
】

申
告
を
し
て
い
な
い
と
、
所
得
証
明

書
な
ど
の
公
的
証
明
書
が
発
行
で
き
ま

せ
ん
。
申
告
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

速
や
か
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
収
入
が
な
い
方
で「
収
入
の

な
い
申
告
書
」を
提
出
し
て
い
な
い
方

は
、
未
申
告
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
収
入
が
給
与
の
み
で
年
末
調

整
が
済
ん
で
い
る
方
、
収
入
が
年
金
の

み
で
４
０
０
万
円
以
下
の
方
は
申
告
不

要
で
す
。

東
京
電
力
か
ら
給
与
・
事
業
・
不
動

産
・
農
業
所
得
な
ど
の
減
収
分
の
補
填

を
受
け
た
方
は
、
収
入
と
し
て
申
告
が

必
要
で
す
。

令
和
８
年
度
所
得
証
明
書
等
に
つ
い

て
は
、
特
別
徴
収
の
方
は
５
月
中
旬
、

普
通
徴
収
の
方
は
６
月
中
旬
に
発
行
可

能
と
な
る
予
定
で
す
。

【
口
座
振
替
の
ご
案
内
】

　
口
座
振
替
は
、
町
税
等
を
指
定
の
預

貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
り
替
え
て

納
税
・
納
付
す
る
制
度
で
す
。

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

口
座
振
替
依
頼
書
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
住
民
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
住
民
税
務
課　
賦
課
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
５
４
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（
契
約
し
た
建
物
の
所
在
地
、
契
約（
購

入
）金
額
、
契
約
日
、
工
期（
建
設
の
場

合
）、
引
渡
日（
建
設
、
賃
借
の
場
合
）、

契
約
の
際
の
記
名
押
印
箇
所
が
写
し
に

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。）

※
個
別
の
事
情
に
よ
り
、
提
出
い
た
だ

い
た
書
類
の
他
に
追
加
で
資
料
を
ご
用

意
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

期
令
和
9
年
4
月
10
日（
土
）

問
生
活
支
援
課
相
談
員

☎︎
０
１
２
０（
９
８
５
）５
３
３

令
和
８
年
度
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
に

つ
い
て

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が

を
し
た
と
き
の
医
療
費
な
ど
の
支
払
い

に
あ
て
る
た
め
、
医
療
給
付
費
の
一
定

割
合
を
保
険
料
と
し
て
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
保
険
料
は
、
国
や
県
、
市
町

村
か
ら
の
負
担
金
や
他
の
医
療
保
険
制

度
か
ら
の
支
援
金
な
ど
と
合
わ
せ
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
の
た
め
の

貴
重
な
財
源
と
な
り
ま
す
。
今
後
見
込

ま
れ
る
医
療
給
付
費
に
見
合
う
保
険
料

被
災
者
生
活
再
建
支

援
制
度
の
申
請
期
限

の
延
長
に
つ
い
て

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の
申
請

期
限
が
１
年
間
延
長
さ
れ
、
令
和
９
年

４
月
10
日（
土
）ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

対
震
災
時
点
で
大
熊
町
に
住
ん
で
い
た

方
で
、
地
震
や
津
波
に
よ
り
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

・
住
宅
が
全
壊
し
た
世
帯

・
住
宅
が
大
規
模
半
壊
し
た
世
帯

・
住
宅
が
半
壊
し
、
や
む
を
得
ず
家
屋

を
解
体
し
た
世
帯

申
次
の
書
類
を
大
熊
町
役
場
生
活
支
援

課
ま
た
は
各
出
張
所
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
基
礎
支
援
金

１
．
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
申
請
書

２
．
震
災
当
時
世
帯
全
員
分
の
住
民
票

除
票（
本
籍
、続
柄
の
記
載
が
あ
る
も
の
）

３
．
罹
災
証
明
書

４
．
振
込
先
口
座
の
写
し（
申
請
者
名

義
の
も
の
、
支
店
名
・
口
座
番
号
・
名

義
人
フ
リ
ガ
ナ
の
記
載
部
分
）

○
加
算
支
援
金

住
宅
の
建
設
・
購
入
、
補
修
ま
た
は

賃
借
が
確
認
で
き
る
契
約
書
の
写
し

収
入
を
確
保
し
、
健
全
な
財
政
運
営
を

維
持
す
る
た
め
、
２
年
ご
と
に
保
険
料

率
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
令
和
８
年
度
の
保
険
料
額
決

定
通
知
書
の
発
送
は
８
月
下
旬
を
予
定

令和 8 年度後期高齢者医療保険料について

所得区分 世帯主被災地域区分 令和８年度
後期高齢者医療保険料

上位所得層（※１） 帰還困難区域以外 減免なし
令和７年分
住民税未申告 帰還困難区域以外 減免なし

世帯内の後期高齢者
医療被保険者合計所
得額 600 万円未満

平成 28 年までに解除された地域 減免なし
平成 29 年までに解除された地域 ２分の１減免
平成 30 年以降の解除地域 免除

し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
お
願
い
し
ま

す
。東

日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
方
の
特

例
減
免
措
置
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者

間
の
公
平
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

十
分
な
経
過
措
置
を
講
じ
る
観
点
か
ら
、

避
難
指
示
解
除
か
ら
10
年
程
度
で
減
免

措
置
を
終
了
す
る
こ
と
と
し
、
令
和
5

年
度（
令
和
5
年
4
月
）か
ら
順
次
、
見

直
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
１　
上
位
所
得
層
：
世
帯
内
の
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
全
員
の
基
礎
控

除
後
の
総
所
得
金
額
等
を
合
算
し
た
額

が
６
０
０
万
円
を
超
え
る
世
帯

問
健
康
保
険
課　
国
保
年
金
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
４
３

避
難
指
示
解
除
区
域
に
お
け
る
固

定
資
産
課
税
台
帳
の
縦

覧
と
閲
覧
が
で
き
ま
す

　
避
難
指
示
解
除
区
域（
中
屋
敷
、
大

川
原
地
区
と
特
定
復
興
再
生
拠
点
区

域
）の
令
和
８
年
度
の
土
地
・
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
と
固
定
資
産
課

税
台
帳
の
写
し
の
交
付
期
間
は
、
４
月

１
日（
水
）か
ら
６
月
１
日（
月
）ま
で
で

す（
土
日
祝
日
は
除
く
）。
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※
帰
還
困
難
区
域
は
、
課
税
免
除
の
た

め
対
象
外
で
す
。

問
住
民
税
務
課　
賦
課
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
５
４

Ｓ
Ｍ
Ｓ（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー

ビ
ス
）に
よ
る
納
税
催
告

を
実
施
し
て
い
ま
す

町
は
令
和
６
年
４
月
以
降
、
町
税
の

納
付
が
確
認
で
き
な
い
方
に
対
し
て
、

Ｓ
Ｍ
Ｓ
を
活
用
し
た
納
税
催
告
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
行
き
違
い
に
よ
り
、
す
で
に

納
付
を
し
て
い
る
方
に
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
送
信

さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
信
元
番
号（
※
住
民
税
務
課
管
理
徴

収
係
電
話
番
号
）

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
５
８

■
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

Ｓ
Ｍ
Ｓ
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
記
載
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な

こ
と
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

１
．
銀
行
口
座
へ
の
振
込
み

２
．
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作

３
．
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預

け
る
よ
う
お
願
い
す
る
こ
と

４
．
個
人
情
報
を
送
付
し
た
り
、
聞
き

出
し
た
り
す
る
こ
と

こ
の
よ
う
な
内
容
の
Ｓ
Ｍ
Ｓ
は
詐
欺

で
す
の
で
、
指
示
に
は
絶
対
に
従
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号
の
確
認
に
は
万
全
を
期
し

て
い
ま
す
が
、
万
が
一
メ
ー
ル
の
内
容

に
心
当
た
り
が
な
い
場
合
に
は
、
住
民

税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
住
民
税
務
課　
管
理
徴
収
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
５
８

学
生
納
付
特
例
制
度

の
申
請
を
受
け
付
け

ま
す

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学
生
の
方

は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本

人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
、
申
請

に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
い
、
平

成
23
年
３
月
11
日
時
点
で
大
熊
町
に
住

所
を
有
し
て
い
た
方
は
、
本
人
か
ら
の

申
請
に
基
づ
き
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

対
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
特
別
支
援
学

校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校（
※
）

に
在
学
す
る
方

※
学
校
教
育
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
修

業
年
限
が
１
年
以
上
の
課
程
に
在
学
し

て
い
る
方
に
限
り
ま
す（
私
立
の
各
種

学
校
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
の
認

可
を
受
け
た
学
校
に
限
り
ま
す
）

問
平
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
６（
23
）５
６
１
１　

問
健
康
保
険
課　
国
保
年
金
係

☎
０
２
４
０（
23
）７
１
４
３

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
を
一

時
停
止
し
ま
す

機
器
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
次
の

日
程
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い

た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
す
べ

て
の
証
明
書
の
交
付
を
一
時
停
止
し
ま

す
。
ま
た
、
居
住
先
の
自
治
体
で
証
明

書
等
の
取
得
が
可
能
で
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
停
止
期
間

　

５
月
20
日（
水
）午
後
11
時
～
22
日

（
金
）午
前
６
時
30
分

問
住
民
税
務
課　
住
民
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
４
６

農
業
用
排
水
路
の
現
況
確
認
の

た
め
水
路
の
調
査
等

を
実
施
し
て
い
ま
す

　
町
は
、
農
業
用
排
水
路
に
対
す
る
破

損
や
土
砂
堆
積
等
の
現
況
を
確
認
す
る

た
め
、
水
路
と
そ
の
周
辺
の
目
視
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
調
査
期
間
中
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
対
象
範
囲

　
野
上
字
諏
訪
・
下
野
上
字
清
水
・
小

入
野
字
西
大
和
久
地
内

時
令
和
9
年
2
月
26
日
ま
で

問
農
業
振
興
課　
農
林
土
木
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
３
８
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放
射
性
物
質
吸
収
抑
制
対

策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

　
放
射
性
物
質
の
吸
収
を
抑
制
す
る
に

は
、
土
壌
中
の
交
換
性
カ
リ
ウ
ム
を
一

定
水
準
以
上
に
保
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

作
付
け
前
に
土
壌
分
析
で
土
壌
中
の

交
換
性
カ
リ
ウ
ム
含
量
を
確
認
し
、
カ

リ
ウ
ム
肥
料
の
施
用
を
適
切
に
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。 

特
に
、除
染
後
初
め
て
の
作
付
け
は
、

放
射
性
物
質
の
吸
収
リ
ス
ク
が
高
く
な

り
ま
す
の
で
、
作
付
け
を
考
え
た
段
階

で
問
い
合
わ
せ
先
に
相
談
く
だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課　
農
政
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
３
７

問
相
双
農
林
事
務
所
双
葉
農
業
普
及
所

☎︎
０
２
４
０（
23
）６
４
７
３

令
和
８
年
度
の
除
去
土
壌

等
の
輸
送
計
画
に
つ
い
て

今
年
度
は
、大
熊
町
内
か
ら
１
８
２
，

０
０
０
㎥
程
度
の
除
去
土
壌
等
を
中
間

貯
蔵
施
設
区
域
内
へ
輸
送
予
定
で
す
。

ま
た
、
他
市
町
村
か
ら
の
輸
送
車
両
も

通
過
し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
29
日（
水
）～
５
月
６
日（
水
）ま

で
の
期
間
は
輸
送
を
休
止
し
ま
す
。

問
福
島
地
方
環
境
事
務
所

☎
０
２
４（
５
６
３
）１
２
９
３

日
隠
山
登
山
道
は

立
入
禁
止
で
す

　
日
隠
山
の
登
山
道
は
、
東
日
本
大
震

災
の
影
響
で
崩
落
な
ど
の
被
害
が
生
じ

て
い
る
た
め
、
立
入
り
を
禁
止
し
て
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
業
振
興
課　
農
政
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
３
７

下野上地区一団地の復興再
生拠点市街地形成施設事業の
基盤整備工事および道路等工
事のため通行止めを行ってい
ます。通行の際は、現地の案
内看板等のご確認をお願いし
ます。

問 UR 都市機構　東北震災復
興支援本部　大熊復興支援事
務所
☎ 0246（38）8127
問復興事業課　建設係
☎︎ 0240（23）7019

基盤整備工事に伴う５月以降の通行止め箇所について

■５月以降の通行止め箇所図

問大熊町移住定住支援センター
☎ 0240（23）7103

●くまジョブ（求人情報サイト）
● 5/24（日） 町民交流会 Meet
　「町内ワンちゃん集合」開催予定。

移住定住をサポート！
町移住定住支援センター
の最新情報はこちら▶

【凡例】
■：通行止め
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災
害
公
営
住
宅
・
再
生
賃
貸
住
宅
・

再
生
賃
貸
住
宅（
車
い
す
専
用
住

宅
）の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

大
川
原
地
区
に
あ
る
災
害
公
営
住
宅

と
再
生
賃
貸
住
宅
、
下
野
上
地
区
に
あ

る
再
生
賃
貸
住
宅
の
車
い
す
専
用
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
入
居
申
込
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
生
活
支
援

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
住
宅
・
入
居
資
格

◉
災
害
公
営
住
宅

・
大
川
原
災
害
公
営
住
宅

　
（
南
平
１
９
１
８
）

　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
：
１
戸

・
大
川
原
第
２
災
害
公
営
住
宅

　
（
南
平
１
９
９
３
）

　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
：
１
戸

◉
再
生
賃
貸
住
宅

・
大
川
原
再
生
賃
貸
住
宅

　
（
南
平
１
９
３
０

－

７
）

　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
：
１
戸

◉
再
生
賃
貸
住
宅（
車
い
す
専
用
住
宅
）

募
集
・イ
ベ
ン
ト

・
大
野
南
再
生
賃
貸
住
宅

　
（
大
野
１
８
５

－

３
）

　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
：
１
戸

・
原
再
生
賃
貸
住
宅（
原
67

－

19
）

　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
：
１
戸

問
生
活
支
援
課　
生
活
支
援
係

☎
０
２
４
０（
23
）７
４
４
４

下
野
上
地
区
に
お
け
る

宅
地
分
譲
の
案
内
お
よ

び
申
し
込
み
に
つ
い
て

町
は
、
下
野
上
地
区（
原
・
大
野
南
）

の
宅
地
分
譲
の
募
集
を
実
施
し
ま
す
。

次
の
日
程
で
現
地
見
学
会
と
申
し
込

み
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
資
料
を
希
望

さ
れ
る
方
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
し
く
は
生
活
支
援
課
の
窓

口
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

時
①
６
月
19
日（
金
）午
前
10
時
～
午
後

４
時
／
②
６
月
20
日（
土
）午
前
10
時
～

正
午

場
宅
地
分
譲
現
地
案
内
所（
原
再
生
賃

貸
住
宅
内
、
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ペ

ー
ス
）

※
現
地
申
込
・
見
学
会
は
予
約
不
要
で

す
。
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
郵
便
申
込
期
間

期
5
月
１
日（
金
）～
６
月
10
日（
水
）	

当
日
消
印
有
効

※
町
へ
資
料
を
請
求
し
、
ご
確
認
の
う

え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
生
活
支
援
課　
移
住
定
住
支
援
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
４
５
６

東
京
電
力
・
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の

廃
炉
に
関
す
る
対
話

廃
炉
の
最
新
状
況
を
お
伝
え
す
る
と

と
も
に
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
廃
炉
に
つ

い
て
話
を
す
る
場
を
、
大
熊
町
な
ど
で

設
け
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

時
５
月
30
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
る
大
熊（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

申
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
ま
た
は
お
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
Ｎ
Ｄ
Ｆ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機

構☎︎
０
３（
５
５
４
５
）７
１
０
３

 

国
家
公
務
員「
税
務
職
員
採
用

試
験
」（
高
校
卒
業
程

度
）の
お
知
ら
せ

対�

①
４
月
１
日
で
高
校
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
後
３
年
を
経
過
し
て

い
な
い
方
、
令
和
９
年
３
月
ま
で
に

高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
方

　

�

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
方
に
準
ず

る
と
認
め
る
方

期
６
月
12
日（
金
）〜
６
月
24
日（
水
）

申
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

■
第
１
次
試
験
日

　
９
月
６
日（
日
）

問
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修

係☎︎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１　

問
人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２（
２
２
１
）２
０
２
２
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令
和
８
年
度
社
会
教

育
関
係
団
体
の
登
録

に
つ
い
て

社
会
教
育
関
係
団
体
と
は
、
公
の
支

配
に
属
さ
な
い
自
主
・
自
立
し
た
団
体

で
、
社
会
教
育
に
関
す
る
事
業
を
行
う

こ
と
を
主
目
的
に
す
る
団
体
で
す
。
大

熊
町
の
社
会
教
育
関
係
団
体
に
登
録
さ

れ
る
と
大
熊
町
教
育
委
員
会
所
管
の
施

設
使
用
料
減
免
や
、
大
熊
町
生
涯
学
習

事
業
費
補
助
金
の
申
請
対
象
団
体
と
な

り
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

期
12
月
25
日（
金
）ま
で

申
郵
送
、
メ
ー
ル
も
し
く
は
窓
口
で

問
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
９
４

shogaigakusyu@
tow

n.okum
a.

fukushim
a.jp

双
葉
郡
ス
ポ
ー
ツ
交

流
大
会
の
選
手
を
募

集
し
ま
す

令
和
8
年
度
双
葉
郡
ス
ポ
ー
ツ
交
流

大
会
で
次
の
競
技
の
選
手
と
し
て
参
加

で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
出
場
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

で
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

対
4
月
1
日
現
在
で
満
60
歳
以
上
の
方

持
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
ル
、
マ
ー
カ
ー

※
１
チ
ー
ム
８
～
12
人
ま
で

■
9
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

対
学
生
を
除
く
女
性
の
方

※
1
チ
ー
ム
15
人
ま
で

■
11
人
制
サ
ッ
カ
ー

対
年
齢
制
限
な
し
。
学
生
は
除
く
。

※
ベ
ン
チ
に
入
れ
る
方
は
、
登
録
さ
れ

た
選
手
25
人
、
監
督
、
コ
ー
チ

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

※
年
齢
制
限
な
し
。
学
生
は
除
く
。

※
1
チ
ー
ム
15
人
ま
で

■
野
球

対
年
齢
制
限
な
し
。
学
生
は
除
く
。

※
1
チ
ー
ム
28
人
ま
で（
監
督
、
コ
ー

チ
含
む
）

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

対
年
齢
制
限
な
し
。
学
生
は
除
く
。

※
監
督
1
人
、
選
手
6
人
、
補
欠
6
人　

計
13
人
ま
で
。
監
督
は
選
手
兼
任
可
能

■
剣
道

対
年
齢
制
限
な
し
。
学
生
は
除
く
。

※
１
チ
ー
ム
２
人

問復興事業課　建設係
☎︎ 0240（23）7019

※車両の通行する部分が環状（ドーナツ状）の信号機のない交差点で、道路標識により車両が
その部分を『時計回りに通行』することが指定されている交差点のことです。

環状交差点
※

（ラウンドアバウト）の交通ルール

交差点に入るとき「左折」
・徐行または一旦停止して左折
　※右折できません
・歩行者に注意

交差点を出るとき「左折」
・左ウィンカーを出して左折
・歩行者に注意

環状交差点に入る（出る）際は、横断歩道の歩行者が優先です。
環状交差点内（円の中）の車両が優先です。

＜規制標識＞
環状の交差点にお
ける右回りの通行
※交差点入口付近
に設置
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【
共
通
事
項
】

時
7
月
4
日（
土
）午
前
8
時
30
分
～

（
予
定
）

費
無
料
。旅
費
と
弁
当
を
支
給
し
ま
す
。

対
町
内
在
住
の
社
会
人
、
町
内
に
あ
る

職
場
に
勤
務
し
て
い
る
方
。

※
ふ
る
さ
と
選
手
の
出
場
は
可
能
で
す
。

（
ふ
る
さ
と
選
手
と
は
大
熊
町
の
中
学

校
を
卒
業
し
て
い
る
方
）

各
競
技
参
加
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、

参
加
者
制
限
が
あ
る
た
め
事
務
局
が
調

整
し
ま
す
。

期
5
月
29
日（
金
）ま
で

問
生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
５
１
８

大
熊
町
長
杯
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
ま
す

大
熊
町
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
を

同
封
し
ま
し
た
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
6
月
23
日（
火
）

・
受
け
付
け　
午
前
８
時
45
分

・
競
技
開
始　
午
前
９
時
15
分

・
閉
会
式　
　
午
後
１
時（
予
定
）

※
集
計
結
果
後
に
行
い
ま
す

場
広
野
町
二
ツ
沼
総
合
公
園
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場（
広
野
町
下
北
迫
字
大
谷
地
原

65

－

３
）

問
生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
０
２
４
０（
23
）７
５
１
８

６
月
１
日
は「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」で
す

福
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
な
ど

が
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

時
６
月
１
日（
月
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
大
熊
町
役
場
１
階
相
談
室

申
不
要

問
住
民
税
務
課　
住
民
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
４
６

環
境
省 

福
島
地
方
環
境
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

中
間
貯
蔵
施
設
見
学

会
を
開
催
し
ま
す

時
５
月
29
日（
金
）、
30
日（
土
）

申
中
間
貯
蔵
事
業
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
０（
25
）８
３
７
７

問
福
島
地
方
環
境
事
務
所　
中
間
貯
蔵

部
中
間
貯
蔵
総
括
課

☎
０
２
４（
５
６
３
）１
２
９
３

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ

ン
開
催
の
お
知
ら
せ

内

�

・
大
人
の
プ
ラ
バ
ン
工
作
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ

�

・
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
、
本
の
貸
し
出
し

時
６
月
１
日（
月
）

　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

場
学
び
舎
ゆ
め
の
森

対
ど
な
た
で
も

費
無
料

申
不
要

問
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
９
４

福
島
広
域
雇
用
促
進

支
援
協
議
会
か
ら

高
校
生
就
職
応
援
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま

す
！

　
ど
ん
な
企
業
な
の
か
、
ど
ん
な
仕
事

な
の
か
、
働
く
環
境
は
ど
う
か
な
ど
、

気
に
な
る
こ
と
が
直
接
聞
け
ま
す
！

時
６
月
５
日（
金
）

　
午
後
２
時
30
分
～
４
時

場
相
馬
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　
は
ま

な
す
館（
相
馬
市
小
泉
高
池
３
５
７
）

費
無
料

申
電
話
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約
、

ま
た
は
当
日
参
加

　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
福
島
広
域
雇
用
促
進
支
援
協
議
会　

福
島
統
括
窓
口

☎
０
２
４（
５
２
４
）２
１
２
１

昭
和
40
年
度
卒
業
熊

町
中
学
校
有
志
喜
寿

祝
同
窓
会

時
６
月
14
日（
日
）～
15
日（
月
）

　
午
後
３
時
集
合

場
い
わ
き
市
湯
本
温
泉
吹
の
湯
旅
館

（
い
わ
き
市
常
磐
湯
本
町
吹
谷
48
番
地
）

費
申
し
込
み
時
に
お
伝
え
し
ま
す

期
５
月
29
日（
金
）

問
宮
本
明

☎︎
０
９
０（
５
１
８
８
）８
１
６
３

問
島
原
健
二
郎

☎︎
０
９
０（
２
３
６
８
）２
７
８
７
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☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
９
４

shogaigakusyu@
tow

n.okum
a.

fukushim
a.jp

他
市
町
村
で
総
合
健

診
を
受
診
し
た
い
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
令
和
８
年
度
に
他
市
町
村
主
催
の
総

合
健
診
を
受
診
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
な
お
、
今
回
ご
連
絡
い
た
だ

き
予
約
さ
れ
た
方
は
、
町
で
ご
希
望
の

自
治
体
の
総
合
健
診
を
予
約
し
ま
す
。

町
集
団
検
診
の
予
約
通
知
か
ら
の
予
約

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

期
５
月
１
日（
金
）～
15
日（
金
）ま
で

問
健
康
保
険
課　
保
健
衛
生
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
４
１
９

い
き
い
き
美
活
教
室

内
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
有
酸
素

運
動
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
ト
レ

ッ
チ
や
呼
吸
法
を
保
健
師
で
ヨ
ガ
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
橘
ま
ゆ
み
氏
に
学
び

健　

康

お
お
く
ま
気
楽
会

内
お
茶
会

時
令
和
9
年
２
月
末
ま
で
の
毎
月
第
１

金
曜
日
お
よ
び
第
３
日
曜
日
の
午
後
１

時場
下
矢
田
団
地
集
会
所

申
不
要

問
菅
野
勝
巳

☎︎
０
８
０（
５
２
２
２
）６
０
１
４

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
補
助

金（
Ｚ
Ｅ
Ｈ

－

Ｍ
）に

関
す
る
お
知
ら
せ

現
在
実
施
し
て
い
る
環
境
配
慮
型
の

住
宅
に
対
す
る
補
助
制
度
の
う
ち
、
Ｚ

Ｅ
Ｈ

－

Ｍ（
ゼ
ッ
チ
・
マ
ン
シ
ョ
ン
）に

つ
い
て
、
令
和
９
年
度
か
ら
制
度
内
容

を
変
更
す
る
予
定
で
す
。

令
和
９
年
度
お
よ
び
令
和
10
年
度
の

Ｚ
Ｅ
Ｈ

－
Ｍ
補
助
金
は
大
幅
な
減
額
見

直
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
各
年
度
予

算
の
上
限
に
達
し
次
第
、
受
け
付
け
を

補
助
・
助
成

終
了
し
ま
す
。
ま
た
、
令
和
10
年
度
末

で
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ

－

Ｍ
の
補
助
事
業
を
終
了

し
ま
す
。
な
お
、
当
補
助
金
に
係
る
予

算
措
置
等
に
つ
い
て
は
、
内
容
が
変
更

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

対
町
民
お
よ
び
町
内
事
業
者
等

■
該
当
期
間

　
令
和
9
年
度
お
よ
び
令
和
10
年
度

問
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
課　
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
推
進
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
５
９
７

自
主
サ
ー
ク
ル
発
足
準
備
・
生
涯

学
習
事
業
費
補
助
金
の

募
集
を
行
い
ま
す

自
主
サ
ー
ク
ル
発
足
準
備
・
育
成
補

助
金
お
よ
び
生
涯
学
習
事
業
費
補
助
金

の
募
集
を
行
い
ま
す
。
申
請
で
き
る
団

体
や
対
象
と
な
る
事
業
は
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
ホ
ー
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

期
12
月
25
日（
金
）

申
郵
送
、
メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口
で

問
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
係

ま
す
。

時
５
月
26
日（
火
）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
会
津
若
松
出
張
所

対
会
津
地
域
の
町
民
の
方

持
手
ぬ
ぐ
い
、
飲
み
物
、
ス
ー
パ
ー
ボ

ー
ル

費
無
料　
定
８
人　
期
5
月
22
日（
金
）

申
必
要
。
電
話
で

問
会
津
若
松
出
張
所

☎︎
０
２
４
２（
23
）４
１
２
１

い
き
い
き
百
彩
ク
ラ
ブ

内
理
学
療
法
士
に
よ
る
講
話『
リ
ハ
ビ

リ
視
点
で
確
認
す
る
車
の
運
転
と
歩
行

者
の
安
全
ポ
イ
ン
ト
』（
講
師
：
ふ
た

ば
医
療
セ
ン
タ
ー
理
学
療
法
士
）、
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

※
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
の
方
ま
で
年
齢
や
体
力
に
関

わ
ら
ず
、
誰
で
も
簡
単
に
楽
し
め
る
よ

う
に
開
発
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
総
称
で

す
。

時
５
月
20
日（
水
）午
前
10
時
～
正
午

場
大
熊
町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
大
熊
町
民　
費
無
料

持
動
き
や
す
い
服
装　
定
15
名
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屋外での火の取り扱いに屋外での火の取り扱いに
注意しましょう注意しましょう

期
5
月
15
日（
金
）

申
必
要
。
電
話
で

問
健
康
保
険
課　
保
健
衛
生
係

☎
０
２
４
０（
23
）７
４
１
９

保
健
セ
ン
タ
ー

開
放
日

毎
月
１
回
の
保
健
セ
ン
タ
ー
開
放
日

で
す
。

お
茶
コ
ー
ナ
ー
や
お
も
ち
ゃ
や
絵
本
、

健
康
に
関
す
る
情
報
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
健
康
相
談
・
介
護
や
認
知
症
・
栄

養
相
談
も
で
き
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

高
齢
者
の
方
が
集
う
場
と
し
て
、
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

※
保
健
セ
ン
タ
ー
前
で
生
活
循
環
バ
ス

も
停
車
し
ま
す
。

時
５
月
20
日（
水
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
大
熊
町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
大
熊
町
民
の
方
、
町
内
在
住
・
在
勤

の
方

内
◎
移
動
図
書
／
午
前
10
時
～
正
午

　
◎�

い
ち
ご
カ
フ
ェ
／
午
後
1
時
30
分

～
３
時
30
分

問
健
康
保
険
課　
保
健
衛
生
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
４
１
９

問原子力損害賠償紛争解決センター
☎0120‒377‒155（年末年始を除く平日午前10時〜午後5時）

文部科学省  原子力損害賠償紛争解決センター (ADR センター）からのお知らせ

時５月13日（水）午後４時～８時
　６月 ６ 日（土）午後１時～５時
■利用方法
①福島事務所へ来所（郡山駅東口徒歩 5 分）【予約優先】
②自宅等から電話・オンライン (Zoom)【要予約・先着順】
※ご予約は電話にて　☎ ０２４- ９４１- ０１６４
　（平日午前 10 時～午後 4 時）

原発事故の賠償について気になっていることはありませんか？　賠償請求はまだ間に合います。
専門家と話ができる

「平日夜間・土曜窓口」も
開設中です（ご利用無料）

７月以降の日程
や詳しい利用方
法はこちらから

気になることがあれば 
お早めにお電話を

消防署から� 問富岡消防署　予防係　☎ 0240（22）2119

５月は気温が上がり、エアコンや扇風機など
の電気製品を使い始めるご家庭も増えてきま
す。また、これから迎える梅雨の時期は湿気が
多くなり、コンセント周りの埃と湿気が重なる
ことで火災につながるおそれがあります。梅雨
入り前のこの時期に、今一度コンセント周りを
確認してみましょう。

コンセント周りの状況をコンセント周りの状況を
確認しましょう確認しましょう

コンセント周りの状況をコンセント周りの状況を
確認しましょう確認しましょう

・プラグはコンセントの奥までしっかり差し
込みましょう。
・コンセントやプラグにたまった埃は、こま
めに掃除しましょう。
　長期間差しっぱなしのプラグも抜いて掃除
しましょう。
・傷んだ電気コードは、使用を控えましょう。
・タコ足配線は避けましょう。

電気火災を防ぐためのポイント

暖かくなり、バーベキューやキャンプなど屋
外で火を使う機会が増える季節です。楽しい
時間を安全に過ごすため、火の
取り扱いには十分注意しましょ
う。

・風の強い日は、屋外での火の取り扱いを控
えましょう。
・コンロは、周囲に燃えやすい物がない場所
で使用しましょう。
・火のそばを離れるときは、火を消しましょ
う。
・消火用の水やバケツなどを準備しましょう。
・使用後の炭や灰は、水をかけるなどして完
全に消しましょう。

火災を防ぐためのポイント

屋外での火の取り扱いに屋外での火の取り扱いに
注意しましょう注意しましょう



要介護高齢者介護慰労手当在宅で介護をされている方へ

町は、要介護高齢者を在宅で介護している介護者の労をねぎらい、高齢者福祉の増進を図
るため、介護慰労手当を支給しています。支給を受けるには事前に登録申請が必要です。
また、介護度により一度対象から外れ、再度対象となった場合も登録申請が必要です。

「大熊町に６カ月以上住所を有するおおむね 65歳以上の在宅高齢者で、要
介護４以上または重度認知高齢者は要介護３以上かつⅢ a以上の方」を介
護する生計を同じくしている方が対象となります。
※ただし、１月のうち３分の１以上在宅であること。
※対象となるか居宅介護支援事業所（ケアマネージャー）に確認します。

利用
できる方

月額１万円（２人以上を介護していても月額１万円。また、２人以上で介護
していても月額１万円。）
年２回（７月、１月）の支給になります。
※さかのぼっての適用はありませんのでご注意ください。

支給額と
支給月
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おおちゃん

教えて　　　すこやかライフ
　

通いの場のご紹介
大熊町の「通いの場」は

こちらから▶

　認知症基本のスタンス！　ゆっくり・
はっきり・短く一度にたくさんの情報を
伝えると混乱しやすくなります。
短い言葉で、落ち着いた声で話すと安心
につながります。

介護の相談は、最寄りの包括支援センターへ

【おむつ券】 【介護慰労手当】 

詳細や申請方法はQRコードから町ホームページをご確認くだ
さい。
問福祉課　介護保険係☎ 0240（23）7226

常時介護用品を必要とする在宅の高齢者に対し、月額5,000円を限度に給付券を交付しま
す。支給を受けるには事前に申請が必要です。

おおむね65歳以上で要介護３以上の常時介護用品を必要とする在宅高
齢者。
※ただし、１月のうち３分の２以上入院・施設利用している場合は該当
しません。

利用できる方

紙おむつ、リハビリパンツ、尿取りパッド、手袋、清拭布対象となるもの

在宅老人介護用品給付事業（おむつ券）

※本来は、町が指定する薬局等から給付券と引き換えに介護用品を購入することとなります
が、避難中の期間においては、領収書（レシート）の提出することで、償還払いとしています
ので、指定薬局等はありません。
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大熊町こども家庭センターおおくまっこ
は、妊娠期から子育て期まで切れ目のない
支援のため母子健康手帳の交付時に、保健
師等の専門職が妊婦さんの体調や心配事の
お話をうかがいます。
母子健康手帳交付希望の方は日程調整をし
ますので本庁舎・各出張所にご連絡くださ
い。

母子健康手帳交付希望の皆さまへ
ご妊娠おめでとうございます

⦿子育て /健康　健康保険課　保健衛生係　☎０２４０-２３- ７４１９
⦿介護 / 包括　福祉課　介護保険係　　　☎０２４０-２３- ７２２６

　
子育て支援アプリ
「すくすく♡おおくまっこ

ｂｙ母子モ」

今後町から送付するものがありますの
で、健康保険課 保健衛生係までご連絡
ください。
また、福島県内への里帰り出産をされる
方についてもご連絡ください。

母子手帳の交付を受けた福島県外の妊婦さんへ

歯の健康と口腔ケア
来月は『歯と口の健康週間』です！
みなさん「口腔ケア」をしてますか？
お口の中には 300種類以上の細菌がいて、細菌同士が集まって塊（プラーク）となり、
炎症を起こして歯周病となって、歯がぐらついて抜けてしまうこともあります。
歯周病菌は心疾患、脳梗塞、糖尿病、認知症などさまざまな病気に影響を及ぼします。
さらに早産や低体重児出産のリスクを高める可能性もあります。
お口の中を清潔に保ち虫歯、歯周病、口臭などの予防することは、食べ物や唾液などが誤って気管
や肺に入り、細菌感染によって起こる肺炎や認知症リスクを減らし生活の質を高めることに繋がり
ます。
歯の健康を保つために普段の歯磨きの他に、定期的な歯科検診や歯のクリーニングをおすすめしま
す。

【正しい歯の磨き方のポイント】
歯ブラシの先端は
水につけない

先端を水で濡らすと歯磨
きをしている時に口の中が
泡立ってしまい、短い時間
なのに歯を磨いた感じがし
てしまいます。歯磨きをす
るときは、歯ブラシを水で
濡らさず乾いた状態のまま
でフッ素入り歯磨き粉をつ
け歯を磨きましょう。

歯を磨くタイミング

虫歯を防ぐためには食後すぐに
歯を磨くことが適切な方法です。
その一方で、酸によって歯が溶
ける「酸

さん

蝕
しょく

症
しょう

」を防ぐには食後 30
分以上経ってから行う歯磨きが有
効です。酸性の飲食物（かんきつ
類や炭酸飲料等）を食べた直後は
口の中が酸性に傾いており、歯み
がきをすると歯の表面が傷つきや
すいため、少し時間をおいてから
磨きましょう。

歯磨き後のうがいは最小限に

歯磨き後にうがいしすぎると、
せっかく歯に浸透しようとして
いるフッ素入り歯磨き粉の薬効
成分を洗い流してしまいます。
ペットボトルキャップ１～２杯
分（10～15ml）の水でうがいす
ることで、薬効成分がお口の中
にとどまり歯に浸透させること
ができます。
※口の中の不快感が強い場合は
しっかりうがいしてください。

１回
５秒間
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何かと疑問の多い放射性物質について、長崎大学の専門家の皆さんが解説します。

折田　真紀子
（保健師）

松永　妃都美
（保健師）

柏崎　佑哉
（公認心理師）

長崎大学は、放射線被ばくと健康についてのご相談をいつでもお待ちしております。大熊町役
場健康保険課（☎︎ 0240-23-7419）を通じてお気軽にお問い合わせください。

私たち長崎大学は、大熊町での復興支援活動の一環として毎月「放射線と健康」をテーマとした
連載を掲載しています。

前回は、大熊町を訪問して一日過ごした際の想定被ばく線量について、原子力安全研究協会の
報告を紹介しました。今回は、実際に町内で生活した場合の個人外部被ばく線量についてご報告
します。

原子力安全研究協会は、大熊町での日常生活における線量を正確に把握するため、小型線量計
（D- シャトル）の貸し出しを行っています。この統計情報は環境省のホームページで公開されて
おり、客観的な実態を知る貴重な指標となっています。

令和 7 年度のデータによると、
大熊町で線量計を使用している 23
人の方の１年間の推定被ばく線量
は、中央値※で 1.01mSv（四分位範
囲：0.84-1.23）でした。この数値は、
日本人が自然界から受ける一人当た
りの平均線量（年間約 2.1mSv）と比
較しても、十分に低い水準にありま
す。他の被災自治体の推定線量がお
おむね 0.6～0.8mSv と報告されて
いることと比較すると大熊町の値は
やや高めですが、町内でも住む場所
や活動範囲によって数値に幅があり
ます。役場のある大川原地区のよう
に比較的線量が低いエリアもあれば、帰還が始まったばかりの地区もあり、そうした町内の多様
な環境が反映された結果、全体として他自治体より少し高い値として算出されていると考えられ
ます。また、住民の方の数値が町職員よりわずかに高い傾向にありますが、これは役場庁舎のあ
る大川原地区は町内でも比較的線量が低く、職員は主にコンクリート造の屋内で執務するため、
建物の遮

しゃへい
蔽効果によって放射線が低減化されているためと考えられます。一方で、住民の方は自

宅周辺での庭仕事や屋外活動など、より地域に根ざした生活を送られていることが数値に表れて
いると推測されます。

教えて
　おおちゃん

放射性物質

図　大熊町の外部被ばく線量推計
（棒は中央値を、エラーバーは四分位範囲を示す）

1.4

1.3

1.2

1.1

1.0

0.9

0.8

0.7

0.6

0.5 全対象者

1.01

住民

1.03

役場職員

0.97

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年

参考：（公財）原子力安全研究協会，令和６年度原子力災害影響調査等事業報告書
※中央値：データを小さい順に並べたときに真ん中にくる値（四分位範囲は 25% と 75% にあたる値）



各地のコミュニティ団体や行政区、
同級会など、町民の皆さまからのお便りです。町民掲示板
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令和７年度下野上１区定期総会並びに
懇親会を３月８日、いわき湯本温泉「雨
情の宿　新つた」で開催しました。定期
総会には吉岡副町長、武内議員を来賓に
お迎えし、町の近況報告をいただきまし
た。

また、懇親会では県内外から 33 人が
集まりカラオケ等楽しい時間を過ごし、
絆を深め再会を誓い解散しました。

下野上 1区

３月７日～８日に、いわき市新舞子
ハイツで令和７年度野上二区総会・懇
親会を開催しました。

総勢 27 人が参加し、県外からの参
加者もおりました。

近況報告等で楽しいひと時を過ごし
ました。

令和８年度についてはおってご連絡
しますのでふるってご参加ください。

（役員一同）

野上２区

３月 14 日（土）いわき湯本
温泉「新つた」で令和７年度熊
一区総会、交流会を 47 名参
加で開催しました。新保副町
長、仲野議長の現町の復興状
況の説明もあり、大変和やか
な交流会で次回を楽しみに閉
会しました。

熊一区長　佐久間住夫

熊１区
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ゼロカーボン
町ゼロカーボン補助金制度事務局
☎０１２０-９７８- ８２０
医療・福祉
町診療所
☎２３-７１７０
ふたば医療センター付属病院 
☎２３-５０９０
町社会福祉協議会
☎２３-５１７１
教育
認定こども園 学び舎ゆめの森
☎２３- ４４６２
義務教育学校 学び舎ゆめの森 
☎２３-５３４１

商工・観光・交流
町観光協会 
☎２３-７１０１
町インキュベーションセンター
☎２３-７７２１
町商工会
☎２３-７３８０
交流施設 linkる大熊
☎２３-７６７６
宿泊温浴施設ほっと大熊 
☎２３-５７６７
CREVAおおくま
☎４１-９９５９
クマSUNテラス
☎︎４１-９９４８

移住定住・帰還支援
町移住定住支援センター
☎２３-７１０３
おおくままちづくり公社
☎２３-７１０１
郵便
大熊郵便局
☎３２-２２２２
警察・消防
双葉警察署
☎２２-２１２１（緊急通報 110）
富岡消防署
☎２２-２１１９（緊急通報 119）
災害情報専用テレホンサービス
☎２６- ０３６６
電気
東北電力コールセンター 
☎０１２０- ０６６-７７４

ガス
福島県 LP ガス協会 相双支部
☎０２４４-２２-１１４１
上水道
双葉地方水道企業団
☎２５-５３２３

（下水道は町役場復興事業課）
電話
NTT 東日本相談申し込みダイヤル
☎１１６
ごみ
双葉地方広域市町村圏組合 
南部衛生センター
☎２５- ４６０９
除染・中間貯蔵施設
除染と中間貯蔵施設に関す
る問い合わせ窓口
☎０１２０-０２７-５８２
一時立ち入りコールセンター
☎︎０１２０-２２０-７８８

各 種 問 い 合 わ せ 先
（記載のない市外局番は０２４０です）

おおくま　　Photo News　　Photo News 号外！

6
土6/参加歓迎！

時午前 8 時 30 分～午後 0 時 20 分
　（受け付け　午前 8 時～）
場学び舎ゆめの森グラウンド
対どなたでも　費無料　定なし
申不要　持飲み物、タオル
※雨天時は６月７日（日）に順延。

地域の皆さんと一緒にいろいろな運動に取り組むスポーツ
フェスティバルを今年も盛大に開催します！
子どもも大人もごちゃ混ぜになってチームを作り、汗を流し
て楽しい時間を過ごしましょう！
子どもたち、職員一同、皆さんとお会いできるのを楽しみに
しています。ぜひご参加ください。
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人のうごき
　令和 8年３月末現在

住民基本台帳
　人　口　９, ７７７人　
世帯数　４, ２１０世帯

町内居住者数
人　口　１, ５５７人

（うち帰還者３４７人）

居住地ごとの状況は町ホームペー
ジをご覧ください。

広報はホームページでもご覧いただけます。

問大熊町役場　総務課　秘書広聴係

Facebook大熊町HP Instagram

　広報おおくまは町ホームページでも公開しています。
パソコンやスマートフォンからも町の情報をご覧いただ
けますのでぜひご活用ください。

LINE

こんにちは赤ちゃん
こどもの名 親の名 住　所
酒　井　咲

し ょ う ま
磨 智　寛・　悠　 西大和久

原　口　　然
ぜん
　 拓　也・　萌　 大　　野

ご結婚おめでとう
花むこ 住　所 花よめ 住　所

久保田　佑典 い わ き 市 小 泉 良 空 諏 訪

岩 渕 　 古 舘 髙鳥　ゆひな 千 葉 県
千葉市緑区

井 関 耕 平 南 平 田 中 沙 季 南 平

おくやみ申し上げます
死亡者名 年齢 住　所

金　子　輝　勝 ６２ 歳 旭 台
青　山　　茂　 ５８ 歳 清 水
石　田　ユ　ウ ９４ 歳 西 平
志　賀　代　昭 ６６ 歳 向 畑
新　妻　篤　子 ９７ 歳 西 平
春日部　澄　子 ８８ 歳 金 谷 平
渡　邉　成　藏 ６８ 歳 熊 町

令和８年３月届出

町内の空間線量
（令和８年４月 15日午前９時現在）

町内で空間線量を測定しているモニタリングポスト
の数値をお知らせします。
表は避難指示が解除された区域に設置している機器
を抜粋して掲載しています。
町全体のデータは、町環境測定サイネージ、町ホー
ムページからご確認ください。

測定地点名 空間放射線量
（μ Sv/h）

中屋敷集会施設 0.10 
大熊町役場 0.09 
やすやぎ霊園 0.08 
野上二区集会所※ 1 0.51 
大熊インキュベーションセンター

（旧大野小学校） 0.12 

保健センター 0.26 
大野駅 0.13 
文化センター※２ 0.30 
旭台公園 0.32 
学び舎ゆめの森 0.12 
大和久集会所※ 1 0.35 
町区集落センター 0.47 

参　
考

いわき市役所 0.06 
郡山市役所 0.07 
会津若松市役所

（追手町第二庁舎）
0.04 

※機器調整中等のため直近の計測データを記載して
います
※１ 令和７年６月 10 日午後３時時点
※２ 令和８年４月 15 日午後６時時点

今月の水道修理当番業者表
指定日 指定給水工事業者名

３日、４日
28日～31日 双 葉 管 工 ㈱ ☎︎0240-22-3488

５日、６日 ㈲ 村 井 設 備 ☎︎0246-38-6855

７日～９日 双 葉 設 備 工 業 ㈱ ☎︎080-2832-4564
☎︎0240-27-1253

10日～15日 ㈱ 伊 藤 工 務 店 ☎0240-23-7802
16日～21日 ㈱ 小 黒 設 備 工 業 ☎0240-35-2582
１日、２日
22～27日 ㈱ 丸 井 ☎0240-23-6071

☎090-2367-3857
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今月の紙面情報をまとめました。
丸数字（①など）は、
詳しい内容を掲載したページ番号です。

おおくまカレンダー5月
2026

駅西交流エリア 大川原交流ゾーン OIC まちづくり公社 社会福祉協議会

町内のゴミ回収日

▲分別方法は
コチラから可燃・紙 不燃・カン ビン ペット・プラ
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南部衛生センターごみ受入日 午前8:30〜11:30

各施設等の
イベント情報は
こちらから
ご覧ください！

日 月 火 水 木 金 土
    1 2

◎�下野上地区宅
地分譲受け付
け開始⑮

■�おおがわら会

3 憲法記念日 4 みどりの日 5 こどもの日 6 振替休日 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
◎�町職員採用試

験受け付け開
始②

■�町区総会・懇
親会（17日ま
で）

17 18 19 20 21 22 23
◎�証明書のコン

ビニ交付サー
ビス停止（22
日まで）⑬

♣�いきいき百彩
クラブ★⑱

■�駅前地区パー
クゴルフ大会

24 25 26 27 28 29 30
●�●�いきいき美活

教室★⑱
◎�双葉郡スポー

ツ交流大会選
手募集申込期
限⑯

◎�大阪大学町民
講座

●�●�駅前地区ゴル
フ大会

31

【実施団体】
♪主なイベント　◎その他　■各コミュニティ団体
♣保健センター・介護事業　●●出張所・連絡事務所　
●おおくまコミュニティづくり実行委員会

（★マークがついているイベントなどは予約が必要です）


